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現在、世界人口は80億人に達し、家畜と合わせると陸上脊椎動物の
バイオマスの9割を占めている。いかにしてこの異常な生物学的
「繁栄」にいたったのか？

70億人

過去12000年間の世界人口



生物種が同一種ないしは関連する生物
種と共同して、固有の環境をつくりだ
して、生存の可能性を広げること

ニッチ構築 
niche construction

生物は，環境を変えることで自らにかかる自然淘汰のあり方を
変化させることがある。人類は，環境構築の程度，変化のス
ピード，他の動植物に与える影響の大きさなどにおいて，究極
のニッチ構築者といえる。



縄⽂社会の環境構築 定住から始まるドメスティケーション

能城修一・佐々木由香2014「遺跡出土植物遺体からみた縄文時
代の森林資源利用」『国立歴史民俗博物館研究報告』第187集

環境と⼈間⾃⾝の「飼い馴らし」
住居・集落・周辺環境の構築
⼟器・⼟偶などの豊かな物質⽂化
世界観の構築
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弥⽣社会の環境構築 農耕と新しい社会関係の形成

板付遺跡の環濠集落と⽔⽥（香川元太郎 画 考証 宮地聡一郎

2014年 週刊朝日百科『新発見！日本の歴史』）
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